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■この広報誌は赤い羽根共同募金の助成を受けて発行しています
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ふれあいネットワーク

地
域
を
知
っ
て
、
地
域
を
つ
な
げ
る

～ 

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
取
り
組
み 

～

　
宮
古
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

宮
古
市
か
ら
委
託
を
受
け
、
平
成

30
年
10
月
か
ら
「
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
地
域
支
え
合
い

推
進
員
）」
を
配
置
し
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
川
井
地
区
で
は
、
地
域
の
方
が

集
ま
っ
て
、
50
世
帯
前
後
の
小
地

域
単
位
で
ご
近
所
同
士
の
支
え
合

い
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
新
た

な
仕
組
み
や
活
動
の
必
要
性
を
住

民
主
体
で
考
え
る
機
会
と
な
る

「
住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
」

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
し

て
今
、
こ
の
マ
ッ
プ
づ
く
り
か
ら
、

住
民
が
中
心
と
な
っ
て
行
政
や
消

防
団
、
福
祉
施
設
な
ど
地
域
全
員

で
取
り
組
む
「
要
援
護
者
避
難
体

制
づ
く
り
」
に
向
け
て
話
し
合
い

が
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
号
で

は
、
そ
の
取
り
組
み
に
係
る
川
井

地
区
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
川
井
地
区
で
こ
の
話
し
合
い
を

進
め
る
き
っ
か
け
は
、
令
和
元
年

10
月
の
台
風
19
号
で
し
た
。
住
民

支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
と
お

し
て
、
地
域
内
の
つ
な
が
り
を
共

有
し
は
じ
め
て
い
た
時
、
も
し
地

域
に
避
難
準
備
情
報
等
が
出
さ
れ

て
も
避
難
所
ま
で
ひ
と
り
で
行
く

こ
と
が
で
き
な
い
方
が
い
る
と
い

う
地
域
の
課
題
に
直
面
し
ま
し
た
。

「
自
力
で
移
動
で
き
な
い
人
を
残

し
て
、
自
分
だ
け
避
難
す
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。」「
で
も
、
自
分

ひ
と
り
だ
け
で
は
で
き
な
い
。
住

民
み
ん
な
で
何
と
か
し
た
い
。」

「
み
ん
な
で
協
力
す
る
体
制
を
つ

く
り
た
い
。
ど
う
し
た
ら
い
い
だ

ろ
う
？
」
と
い
う
、
住
民
の
思
い

や
考
え
を
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
が
聞
き
、
地
域
が
必
要
と

し
て
い
る
こ
と
を
把
握
し
ま
し
た
。

　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
、
ま
ず
は
住
民
同
士
で
地
域
の

情
報
を
共
有
し
よ
う
と
提
案
し
ま

し
た
。
住
民
代
表
と
し
て
集
落
の

会
長
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

地
域
を
良
く
知
る
世
話
役
さ
ん
な

ど
に
声
を
か
け
、
話
し
合
い
の
場

を
設
け
ま
し
た
。
そ
の
中
で
住
民

か
ら
地
域
の
困
り
ご
と
や
課
題
が

あ
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
中
か
ら

優
先
課
題
、
自
分
た
ち
で
で
き
る

こ
と
、
専
門
機
関
に
相
談
す
る
こ

と
な
ど
課
題
の
整
理
が
す
す
め
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
次
は
地
元

の
消
防
団
や
町
内
会
、
福
祉
施
設
、

行
政
と
メ
ン
バ
ー
を
増
や
し
、
住

民
と
顔
を
合
わ
せ
再
度
話
し
合
う

場
を
設
け
ま
し
た
。

　
そ
の
時
々
に
合
う
「
場
」
を
設

定
す
る
こ
と
も
地
域
づ
く
り
に
は

大
事
な
こ
と
で
す
。
住
民
と
地
域

の
関
係
者
が
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と

で
川
井
の
取
り
組
み
で
は
連
携
が

生
ま
れ
、
各
機
関
・
団
体
の
役
割

と
責
務
を
明
確
に
し
た
上
で
、
住

民
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
む
避

難
体
制
づ
く
り
が
具
体
的
に
動
き

出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
地
域
の
こ
と
は
地
域
に
暮
ら
す

住
民
が
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。
近

く
に
住
む
住
民
同
士
の
小
さ
な
気

付
き
が
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
の

き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。
地
域
づ

く
り
の
「
主
役
」
は
そ
の
地
域
に

暮
ら
す
住
民
の
皆
さ
ん
で
す
。
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は

「
主
役
」
を
支
え
る
「
脇
役
」
で
す
。

地
域
づ
く
り
の　
名
脇
役　
に
な

れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
に

出
向
き
、
い
ろ
い
ろ
な
お
話
し
を

聞
き
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

最
寄
り
の
各
セ
ン
タ
ー
で
お
受
け

し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地域に暮らす様々な役割を持つ人が集まり、
自分の地域について意見や情報を交換し合いました。

■ 

活  

動 

①

　
「
地
域
で
必
要
と
し
て
い
る

こ
と
を
把
握
す
る
」

■ 

活  
動 
②

　
「
共
有・つ
な
ぐ・話
し
合
う

～
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
～
」

■ 

活  

動 

③

～
住
民
を
中
心
と
し
た
実
践
～

■ 

地
域
づ
く
り
の

「
主
役
」
を
支
え
ま
す

“

”
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ご協力ありがとうございました
～ 赤い羽根共同募金・宮古市歳末たすけあい運動結果のご報告 ～

　今年度も10月1日から12月31日まで赤い羽根共同募金運動を実施いたしました。
　今年度は、募金運動期間中に台風19号による被害を受けましたが、市民の皆さ
まをはじめ、下記のとおりたくさんの募金が寄せられました。本当にありがとうご
ざいました。

赤い羽根共同募金運動

募金総額 11,147,458円
募金目標額　13,686,000円　　達成率　81.5％

　みんなが安心して新しい年を迎えることができるよう、今年も12月1日から12
月31日まで「宮古市歳末たすけあい運動」を実施いたしました。
　今年も多くの市民の皆さまから、あたたかいご支援、ご協力をいただきました。
　本当にありがとうございました。

募金総額 8,311,229円
募金目標額　9,977,000円　　達成率　83.3％

宮古市歳末たすけあい運動

【 内　訳 】
○ 戸別募金　　8,033,253円
○ 個人募金　　　100,500円
○ その他の募金　177,476円

　皆さまからお寄せいただいた募金は、下記のとおり支援を必要とされる方々へ配
分され、地域の福祉活動の充実や、福祉のまちづくりの推進を図るために活用され
ました。
　

　お寄せいただいた募金は、全額岩手県共同募金会に送金されたのち、次年度の社会
福祉施設の整備や、社会福祉協議会が推進する地域福祉活動事業に使われるほか、災
害ボランティアセンターの活動の助成など、被災地支援にも役立てられます。

宮古保育園のみなさん

岩手県立宮古工業高等学校のみなさん

地域福祉活動事業配分を活用した取り組み

地域のボランティアさんが企画し、年末に高齢者交流会を行いました（川井地区ボランティアグループ）

地域の方に教わりながら、子どもたちはひっつみづくりに挑戦しました（新里地区：ホッコリ八坂）

みんなで行った昼食作りをとおして、地域の様々な世代交流ができました（田老地区：神田自治会）

門松をつくって地域の高齢者の方等に贈りました。（宮古西中学校のみなさん）

市内で活動している障がい児・者会、親の会や子育て自主サークル、私立・無
認可保育園の年末年始に行う行事の経費の一部として

地域のみんなが互いに交流し助けあい、住民が主体となって行う年末年始の交
流・助けあい活動の経費の一部として

介護人（196件）　　在宅重度心身障がい児・者（110件）　　出生世帯（264件）

※ 募金総額から配分額と事務経費（413,254円）を差し引いた額（913,975円）は、
 　令和２年度の地域福祉活動費として役立てられます。

● 地域福祉活動団体配分

● 地域福祉活動事業配分「みんなでささえあうあったかい
　地域づくり支援事業」

● 在宅者配分

12団体　248,000円

24団体　1,036,000円

570件　5,700,000円

28,450円 329,095円
197,528円
224,261円

583,171円
1,272,403円
8,089,620円 422,930円

個人募金 その他の募金
イベント募金
学校募金

職域募金
法人募金
戸別募金 街頭募金
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募金期間：令和２年１月１日～  ３月３１日
（岩手県共同募金助成事業）

　この募金は、地域にある生活課題解決に取り組んでいる団体が設定したプロジェクト
活動を発信し、賛同する寄付者が募金という形で応援することを目的とした募金です。
　今年度、宮古市社会福祉協議会【くらしネットみやこ相談室】が以下のプロジェクト
に取り組むことになりました。

【募金への協力方法】次の募金方法が選べます。
　○ 振込用紙で・・・ゆうちょ銀行専用振込用紙で振り込むことができます。
　　　　　　　　  （振込手数料無料）
　　　　　　　　　※振込用紙は、宮古市社会福祉協議会またはくらしネットみやこ相談室にあります。
　○ 直接持参で・・・ 宮古市社会福祉協議会の最寄りの各センター、くらしネットみやこ
　　　　　　　　  相談室で募金できます。
　○ インターネットで・ ・下記URLからも募金できます。（クレジットカードが必要です）
　　　　　　　　  https://www.akaihane.or.jp/furusapo_theme/furusapo_234/

【税制上の優遇措置】
　○ 会社など法人募金のご寄付は、全額損金算入することができます。
　○ 2,000円を超える個人のご寄付は、所得税の寄付金控除を受けることができます。
　　※詳しいお問い合わせは、宮古市社会福祉協議会またはくらしネットみやこ
　　  相談室（☎65-7046）にお問い合わせください。

あったかいわてプロジェクト～地域みまもり応援募金～
ご協力のお願い
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〇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険

　
更
新
の
時
期
で
す

　
安
心
し
て
地
域
福
祉
活
動
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
た
め
に

大
切
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険

が
更
新
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
2
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

保
険
・
行
事
用
保
険
の
改
訂
内
容

と
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

〇
令
和
２
年
度
の
改
定

　
①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
の

　
　
プ
ラ
ン
が
現
行
4
種
類
か
ら

　
　
２
種
類
に
な
り
ま
す
。

　
②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
事
用
保
険

　
　
の
保
険
料
・
保
険
金
額
・
補

　
　
償
内
容
と
も
に
改
定
は
あ
り

　
　
ま
せ
ん
。

　
左
記
の
と
お
り
、
保
険
は
活
動

日
前
に
保
険
料
の
納
入
手
続
き
が

済
ん
で
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
り

ま
す
。

当
保
険
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た

い
場
合
は
、
最
寄
り
の
各
セ
ン
タ

ー
地
域
支
援
係
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。（
☎
表
紙
記
載
）

【
寄  

付  

金
】

● 

み
や
こ
ダ
ン
ス
フ
レ
ン
ズ

　
代
表　
横
道 

廣
吉 

様

  

４
，２
０
２
円

● 

宮
古
市
地
域
婦
人
団
体
協
議
会

　
会
長　
鈴
木 

光
子 

様

１
０
０
，０
０
０
円

【
物
品
寄
付
】

● 

末
日
聖
徒
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
教
会
宮
古
支
部　

　
代
表　
高
橋 

浩
之 

様 

　
　
　
　
　
　

 　

  

お
菓
子
31
個

寄
付
の
御
礼（
順
不
同
）

み
や
こ
社
協
だ
よ
り

み
や
こ
社
協
だ
よ
り

№53
３
月
１
日
号

社
会
福
祉
法
人
 宮
古
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
 0193（

64）5050
FA
X：
0193（

64）5055 〒
027 －0038

宮
古
市
小
山
田
二
丁
目
９
番
20号

E-m
ail ： info@

m
iyako-shakyo.or.jp

印
刷：シ

ョ
ウ
ジ
印
刷
 ㈱

令
和
２
年
３
月
１
日
発
行

編
集
・
発
行

（
期
間　
令
和
２
年
１
月
１
日
～

令
和
２
年
１
月
31
日
）

　
こ
の
「
み
や
こ
社
協
だ
よ
り
」
で

は
、
こ
ど
も
食
堂
や
地
域
で
行
う
居

場
所
づ
く
り
の
活
動
、
地
域
に
暮
ら

す
お
互
い
を
認
め
合
い
支
え
合
う
こ

と
の
大
切
さ
な
ど
、
み
や
こ
に
暮
ら

す
私
た
ち
が
主
体
と
な
っ
て
す
す
め

る
地
域
づ
く
り
の
話
題
や
情
報
を
お

伝
え
し
て
き
ま
し
た
。

　

  「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄

に
な
っ
て
い
る
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

編
集
作
業
を
と
お
し
て
、
み
や
こ
に

は
普
段
の
何
気
な
い
生
活
の
中
に
住

民
同
士
の
つ
な
が
り
や
思
い
や
り
が

た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
改
め
て
気
付

き
、
ま
た
そ
の
広
が
り
を
感
じ
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
か
ら
5
か
年
計
画
で

策
定
し
た
「
第
１
期
宮
古
市
地
域
福

祉
活
動
計
画
」
は
今
年
度
が
最
終
年

度
に
な
り
ま
す
。
計
画
に
つ
い
て
振

り
返
り
を
し
な
が
ら
、
第
2
期
に
向

け
て
さ
ら
に
取
り
組
み
を
す
す
め
て

い
き
ま
す
。
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
の
主
役
は
私
た
ち

住
民
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
い
っ
し
ょ

に
考
え
、
前
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
○お
お

編
集
後
記

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
情
報

ひとりで判断することが不安な方へ　日常生活自立支援事業 （あんしんねっと）のご案内
　
高
齢
者
の
方
や
障
が
い
を
持
っ

た
方
が
地
域
で
安
心
し
て
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
手
続
き
の
援
助
や
代
行
、

日
常
的
金
銭
管
理
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

★ 

利
用
対
象
者

　
認
知
症
高
齢
者
・
知
的
障
が
い

者
・
精
神
障
が
い
者
な
ど
の
自
分

の
判
断
能
力
に
不
安
が
あ
る
方
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
仕
方
が

分
か
ら
な
い
方
、
預
貯
金
の
出
し

入
れ
な
ど
に
お
困
り
の
方

★ 

サ
ー
ビ
ス
内
容

①
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助

　
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

　
利
用
に
関
す
る
情
報
の
提
供
、

　
相
談
な
ど

②
日
常
的
金
銭
管
理
サ
ー
ビ
ス

　
年
金
及
び
福
祉
手
当
の
受
領
に

　
必
要
な
手
続
き
な
ど

③
書
類
等
預
か
り
サ
ー
ビ
ス

　
大
切
な
印
鑑
や

　
証
書
な
ど
希
望

　
す
る
重
要
な
小

　
書
類
を
保
管

★ 

サ
ー
ビ
ス
利
用
料
金

　
１
回
1
時
間
当
た
り
お
お
む
ね

１
，３
０
０
円（
相
談
は
無
料
で
す
）

詳
し
く
は
、権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

（
宮
古
市
社
協
内
☎
６
４－

５
０
５
２
）

　
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

表１　プランの変更内容

表２　ボランティア関係保険の概要一覧

現  行 ＜令和元年度＞ 新プラン＜令和2年度＞

基本
プラン

Ａ（350円）
Ｂ（510円）

天災
プラン

Ａ（500円）
Ｂ（710円）

基本
プラン 350円

天災
プラン 500円

ボランティア活動保険 ボランティア行事用保険

概　要 ボランティア活動中におこる
様々な事故に対する保険

地域福祉活動・ボランティア活動の一環とし
て行う行事における様々な事故に対する保険

加入申込人 ・社協、社協の構成員
・社協に登録されているボランティア (個人 )、グループ、団体

対　象
傷　　害：ボランティア個人
賠償責任：ボランティア個人、
　　　　　ボランティアの監督
　　　　　義務者、NPO法人

傷　　害：参加者全員 (主催者含 )
賠償責任：行事主催者および共催者

保険料

基本プラン…１名350円 Ａプラン：宿泊無、参加者事前に特定
１名につき28～248円（行事の危険度による）

天災プラン…１名500円 Ｂプラン：宿泊有
1泊2日241円～

Ｃプラン：宿泊無
参加者が事前に特定

×1名28円

天災タイプ…活動中の地震、噴
火等の災害による事故も対象

Ａ、Ｃプランは最低 20人分の保険料が必要
Ｂプランは申込時に名簿の提出が必要

期　間
令和 2年４月１日～令和３年３
月31日（ただし、途中加入の場
合は手続き完了日の翌日から）

加入手続き完了日の翌日以降の行事開催期間

【
寄
付
金
】　
真
如
苑 

様

（
誤
）　　
３
０
，０
０
０
円

（
正
）　
３
０
０
，０
０
０
円

　
令
和
元
年
２
月
１
日
発
行
の
第
52
号
に

掲
載
し
た
4
ペ
ー
ジ
「
寄
付
の
御
礼
」
に

お
い
て
、
金
額
の
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
こ
に
訂
正
し
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

お詫びと訂正


